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1 はじめに 

留学が始まって 2 か月が経過した。この一か月では私自身が環境に慣れはじめることがで

き、いろんなことに挑戦することができる余裕を持つことができた。 

ここでは 2 か月目の 1 か月間について報告していこうと思う。 

 

2 勉強面 

2.1 授業 

はじめの 1 か月目は課題の量がとても多く感じていたが、この 1 か月はだんだん

英語に慣れてきたことや課題のコツをつかんできたこともあり、課題にかかる時

間が少なくなった。そのため時間の余裕ができ、自由の時間が多くなった。 

はじめはグループ活動がとても苦手だったが、最近は環境に慣れてきたことによ

り、楽しく会話に参加することができてきた。クラスのみんなもとてもやさし

く、現在では授業はとても居心地の良い空間になっている。 

 

2.2 授業外 

ELC でコミュニケーションパートナーを用意してくださり、毎週放課後に話す

機会を設けることができている。今、私は 2 人の方に毎週マンツーマンで話す

機会をもらっている。まだ話すことに苦手意識があり話を聞くことがメインに

なっているが、話すことも積極的に行っていきたいと考えている。 

 

3 生活面 

3.1 健康について 

だんだん気温も下がってきて、体調が本調子でないことも多かった。周りの皆

も同様に体調を崩している姿を見受けられた。 

気温は日本よりも少しだけ低いくらいである。 

また、今月から学校にあるジムに通い始めた。 

設備がしっかりしており、健康を保つために今後も通い続けようと思う。 

 

3.2 休日の過ごし方 

休日は 1 か月目と同様に学校の行事にルームメイトやクラスメイトや他の交換

留学生の子たちと参加したり、遊びに出かけたりした。また、今月は Fall break

という月曜日と火曜日がお休みで 4 連休になる週があり、多くの生徒が実家に

帰ったり旅行に出かけたりしていた。 

私もニューヨークシティが地元のルームメイトと一緒にニューヨークシティに

出かけた。いろんな場所に行くことができ、素敵な経験をたくさんすることが

できた。 
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↑ ニューヨークシティ             ↑ナイアガラの滝 

 

4 おわりに 

全体的に見て、リスニング能力が上達したように感じる。授業でも不自由に思うこと

が比較的に少なくなり、友達との会話も前よりも少しだけスムーズに行えるようにな

ったと感じる。 

ただ、まだスピーキング能力に関しては決して良いとは言えない状況なので、自分か

ら積極的に話してスピーキング能力を向上できるように努めたいと思う。 

 

以上で 10 月分の月例報告を終了する。 


